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 梅雨があけて“いつもの夏”がやってきました。延びた1 学期も、きょうで終わりです。大変な 
1 学期ではありましたが、私にとっては「学びの1 学期」でもありました。そして、「学校」とい 
う“子どもたちが集う学びの場の大切さ”を再確認することもできました。2 学期は「新しい生活様 
式」に一層留意しながら“閉じていた扉”をより開き、学びを充実させていきたいと考えています。 
 

「第１学期終業式」での校長の話 
 
「ネット依存」が気になっていたので、話題として取り上げてみました。それすら、「コントロール」でき
る「リーダーシップ」をもった子に育てていきたいです。 
 
（前略）では、ここで、１学期を振り返ってみたいのですが、何といっても「新型コロナウイルス
感染症」の影響は大きいものがありました。４月６日７日と学校がありましたが、次の日から「臨
時休校（学校が休み）」になりました。 
 実は、このときの「臨時休校期間中の家での過ごし方」をもう一度一緒に考えてみたいのです。
「ゲーム」ばかりしていた人はいませんでしたか。「ユーチューブ」ばかり見ていた人はいませんで
したか。ずるずると夜遅くまで起きていた人はいませんでしたか。もし、このような生活をしてい
た人がいたとしたら、とても心配です。 
 頭では分かっているのに、よくないことをずるずるとやってしまうことを「依存」と言います。
最近問題になっているのが「ネット依存」です。「もうやめなくては」と思いながら、インターネッ
トで動画をずるずると見てしまったり、メールやラインなどでのやり取りを止められなくなってし
まったりしていたら、それは「ネット依存」という「病気」です。この病気は、皆さんの「頭」や
「心」を壊し、普通の生活を送ることができなくなってしまいます。 
  
 さて、明日から夏休みが始まりますが、「ネット依存」にならない生活を送ることができますか。 

よい夏休みを過ごすコツは、「自分が自分の主人公」となることです。自分の「リーダー」になる
ことです。「リーダーシップ」を発揮することです。「まなびぃ せいめい」は、「自分のめあてに向
かって、自分で自分の生活をコントロールする取り組み」です。この考えを夏休みにも生かして、
「勉強はいつやるか」「本をいつ読むか」「自分の好きなことをいつやるか」などを自分で計画して、
「リーダーシップ」をもって生活をしてみてください。 

２週間という短い夏休みにはなりましたが、とてもとても大切な夏休みです。この夏休みの過ご
し方が、２学期のあなたの成長につながっていきます。 
「リーダーシップ」は夏休みにも生かされるのだよ、という話をして、１学期終業式での話としま

す。では、８月２４日にまた元気に会いましょう。 
  

 

９月２６日（土）に「教育講演会」を計画しています。 
 
「学校だより第１５号」でも触れましたが、９月の土曜授業日に、保護者向けの「教育講演会」を開催し

ます。多くの方に参加していただけますと、幸いです。 
 なお、裏面に「一次案内」を載せましたので、ご覧ください。 
 
 
【校長のつぶやき】 その３９ 「子どもは 成長している」 
 
「いまここ学習室」は、本校の「日課表（午前５校時）」のよさを生かすために考えた「自学自習の場」

である。帰りの会を終えた放課後、希望する子どもたちが、宿題や自主学習を行っている。今年度はこの状
況で実現してはいないのだが、「学生ボランティア」とのふれ合いも“売り”の一つである。 
 さて、仮にＢ君としよう。３年生の彼は、今も「いまここ学習室」によく来ているのだが、２年生のとき
は集中するのに時間がかかる子だった。一旦椅子には座るのだが、いろいろなところに関心が向いて、いつ
の間にかいなくなってしまう。また、机に向かってはいても一向に取りかかる気配がない。時間が終わる頃
になってやっとエンジンのかかる子だった。 
  通常は職員室前の廊下が「いまここ学習室」の場なのだが、午後の日差しが強いのと、梅雨明け後の暑さ
に対応するため、今週はエアコンの効く校長室を開放している。Ｂ君も来ていたのだが、彼はとても変わっ
た。まず、すぐにノートを開いて学習を始められるようになっていた。しかも、話をしていた友だちに「静
かにして」などと注意をしている。ひょうきんな彼の個性はそのままなのだが、生きる姿勢が少しずつ変わ
ってきたのかなと思う。「子どもは成長している」 そんな当たり前のことを再確認した出来事であった。 
 

※ 裏面もご覧ください。 

 
 


